
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

私は、１年ほど大阪の印

刷会社で営業として勤め

ていました。当たり前のよ

うに１２時近くまで残業

という毎日。一つ仕事を終

わらしても、それで帰れる

わけでなく次の仕事が待

っているので、がんばる気

を次第に失い 、そしてそ

の仕事を辞めました。 

 辞めた直接の原因は上

司と折り合いが悪かった

ことです。仕事がうまく回

らないことが増えて、深夜

残業の続いたころに、どう

しても集中力 が保てず大

きなミスをしました。その

ことを一方的 に責められ

たのです。 

働きすぎは人間を 
     追いつめる 

ある朝起きたときどう

しても会社に行けません

でした。 

「僕は仕事に行けない」と

いうことがはっきりした

その瞬間にすべてが終わ

った気がして、どうでもよ

くなって会社と反対方向

の電車に飛び乗りました。

気がついたら東京。東京の

公園で野宿したりネット

カフェに寝泊りしました。

俗に言う失踪というやつ

です。「その程度のことで

…」と今は思うけど、その

ときは出口のないところ

へ追いつめられた気分で

なんの明るい展望も描け

ませんでした。働きすぎは

人間を追いつめるという

ことだと思います。 

 労働組合でたたかう

という道を選ぶ 
 僕は今、労働組合でたた

かうという道を選びまし

た。 

 でも、そうしない人の方

が多い。告発されていない

実態のほうがはるかに多

く、ほとんどは闇の中。こ

れも青年の働き方の異常

がなかなか認知されない

一因になっていると思い

ます。  
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６月１２日、京都職対連（京都労災職

業病対策連絡会議）が「考えよう！青年

の働き方と過労死」というつどいを開催

しました。 

 部屋を埋め尽くすほどの大盛況で７０

人の参加があり、仲間の実態を共感しあ

いました。 

 京都総評青年部からは、奥西常任委員

が発言をしました。 

 ６年前の６月１６

日、中田衛一くんとい

う２２歳の青年が、過

労死をしました。 

そして１２日、ご両

親が勤務先のトステ

ム綾部を京都地裁福

知山支部に提訴をさ

れたことをきっかけ

にこのつどいが開催

されました。 

参加者は、中田くん

をはじめとする多くの若者が、

劣悪な労働環境の下に無権利状

態におかれていて、これを変え

ていかなければならない。など

と感想をよせていました。 

会場には、入りきれないほど人が

 

おなじみの中田進先生の講演もありました



＜左ページのつづき＞ 

 

「景気が回復した」なんて

ことは青年の実感と何の

関係もありません。青年の

働き方の深刻さはなんら

改善されてないからです。

裁量労働制の拡大、成果主

義賃金やＷＥで大変な状

況はまだまだ続きます。そ

ういう意味では僕自身も

なかなか簡単には明るく

なれないですが、労働組合

の活動をやるようになっ

て最近ひとつだけ気づい

たことがある。―「明るく

なるためには仲間が必要」 

 

青年大集会に行って 
 

 先日東京明治公園で開

催された全国青年大集会

はそのことがはっきりわ

かる集会でした。 

ステージではネットカフ

ェに２年間住 んでいると

いう人や、青年の貧困を救

済する運動をやっている

ＮＰＯの人などの発言が

ありました。 

その中の一人、松下プラ

ズマの不当解雇に対して

裁判闘争をやってる吉岡

さん、自分のやっているこ

とに何の迷いもない気迫

を感じました。不当解雇や

残業代未払い…たちむか

う相手は大きいし、実態は

厳しいのに「世の中は変え

られる」という自信に満ち

ていました。ともにたたか

う仲間の存在が大きいの

だろうと思いました。僕も

あそこにいて楽しかった。 

 

いっぱいで集まって声

を上げているという事実

だけでものすごく元気が

出ました。 

  

立場の違いを乗り越

えて共感する事は難し

いけれど 
 

学校にいる頃から競争

させられ続けてきた僕ら

青年世代は「仲間」を感じ

られない人が多い。置かれ

ている立場の違いを越え

て共感しあうことは 僕ら

にはなかなか難しい。いま

取り組んでいる最低賃金

生活体験の運動はもちろ

ん最賃引き上げが課題だ

けれども、貧困を知ること

でそういった立場の人た

ちとつながれる、仲間にな

れる可能性のある運動で

す。また体験をやっている

人の中にはいろんな職種、

労働条件、収入の人たちが

いる。そういった人たちの

共同で、産別の枠を越えて

運動を作ることを重視し

ています。そうやって「仲

間」が増える。労働運動と

は本来そういうもので、だ

からこそ楽しいものなん

だと思っています。 

 青年にとっては競争ば

っかりしていた生き方か

ら脱皮をして「仲間」を見

つけなおすという意味が

あるんだと思います。 

とはいえ 労働組合はま

だまだ小さい。今後もたた

かう仲間を広げる運動に

力を尽くしていきたいで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●日時：６月１６日（土）午前９時 Start 

●集合場所：ラボール京都駐車場 

●募集人数：約１０名（移動する車の関係。） 

●訪問先：西田昌司さん（自民党） 

    松井孝治さん（民主党） 

    成宮真理子さん（共産党） 

    公明党京都府本部 

    社民党京都府本部 

（若干の変更アリ） 

●最終報告宣伝： 

     場所：三条京阪 

時間：午後７時半 

※ 宣伝には、京生連といって生活と健康を守る

ため活動されている市民団体の方が参加してく

ださいます。 

※ この行動に参加してみたいという方は、京都

総評か snaga@labor.or.jp にご連絡ください。 

 


